
一般社団法人日本パラアイスホッケー協会

事業報告書

2022年度（2022/4-2023/3）



１．2022年度（2022－2023シーズン）目標

　　・世界選手権Bプール２位以上（Bプールが2023年10月に延期されたため、次年度の目標に移行）

２．主な実施事業（選手強化・次世代育成・J-Star・大会開催・競技普及）

   (1)日本代表候補選手強化事業／JPC競技力向上事業費（強化指定選手強化事業）・一般会計

　　　 1) 国内強化合宿

 練習メニュー説明 陸上トレーニング

　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

10月7日～10日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

第４次強化

第２次強化

第３次強化

2月23日～26日

実施日 実施場所

6月10日～12日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

6月24～26日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

韓国遠征のため中止

11月25日～27日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

7月22日～24日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

7月8日～10日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

8月5日～7日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

8月22日～24日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

9月16～24日

3月24日～26日 　倉敷アイスアリーナ（山口県倉敷市）

2月10日～12日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

合宿名

第１次トライアウト

第２次トライアウト

第３次トライアウト

第４次トライアウト

第５次トライアウト

第６次トライアウト

第７次トライアウト

第１次強化

第５次強化

第６次強化

追加強化②

第７次強化 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

10月21日～23日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

日韓交流戦のため中止

1月6日～9日

追加強化① 1月20日～22日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

第９次強化 3月10日～12日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

第１０次強化

第８次強化 事業変更のため中止



　　　2) 韓国遠征／JPC競技力向上事業費（強化指定選手強化事業）・一般会計

・開催期間　2022年11月7日～13日

・開催場所　カンヌンホッケーセンター（江原道）

・参加者数　選手12名　スタッフ8名

・大会結果　３戦３敗／第１試合 1対5　第２試合 0対7　第３試合 3対4

　　　3) 日韓交流戦

・開催期間　2022年12月7日～12日

・開催場所　真駒内アイスアリーナ（北海道札幌市）

・参加者数　選手16名　スタッフ11名

・大会結果　３戦３敗／第１試合 1対2　第２試合 2対4　第３試合 1対2

韓国遠征（韓国・カンヌン） 日韓交流戦（北海道・札幌市）

　　　4) 測定会

・筋力測定 2022年6月10および9月16-17日（いずれも合宿中に実施）

     項目： 握力、肘関節屈曲・伸展、PullDown（両・左・右）、45°Pulley（両・左・右）、

Low Pulley（両・左・右）

30mスプリント滑走（8本）、1500m滑走

　　　5) アンチ・ドーピング講習会（WEB)

・目的　 最新アンチドーピング情報および アンチドーピングの重要性を学ぶ場を提供

・実施日　2022年8月6日（５次トライアウト期間中）・2023年1月○日

・内容　 スポーツファーマシストの笠師先生（アンチ・ドーピング担当）による新規禁 止薬物の

　　　　　情報提供等



   (2)次世代アスリート育成事業／JPC競技力向上事業費（次世代アスリート育成事業）・一般会計

　　　1) 次世代育成合宿

　※アンチ・ドーピング講習会および測定会は、強化合宿に準じて実施

チューブを使ったトレーニング 基本的なルールの説明

3月20日～22日

１５次次世代育成 事業変更のため中止

１２次次世代育成 1月6日～9日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

　春採アイスアリーナ（北海道釧路市）

１３次次世代育成

１４次次世代育成

次世代追加①

１６次次世代育成

事業変更のため中止

1月20日～22日

2月10日～12日

９次次世代育成 11月25日～27日

１１次次世代育成 韓国遠征のため中止

　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

１０次次世代育成 11月25日～27日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

７次次世代育成 10月7日～10日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

８次次世代育成 10月21日～23日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

５次次世代育成 8月22日～24日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

６次次世代育成 9月16～24日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

４次次世代育成 8月5日～7日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

合宿名 実施日 実施場所

次世代トライアウト 6月10日～12日

３次次世代育成 7月22日～24日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

１次次世代育成 6月24～26日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

２次次世代育成 7月8日～10日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）



   (3)ジャパン・ライジング・スター・プロジェクト（J-Star）事業／日本スポーツ協会委託事業

　　　1) 第５期生検証プログラム

・ 内容　 専門測定会のデータから12名の選手を選抜し適性を検証

         　 最終的に7名をデベロップメント選手として登録

氷上練習 アンチ・ドーピング講習会

・ 会場　沼ノ端アイスアリーナ / 新ときわスケートセンター（以上北海道苫小牧市）/  星置スケート

　　　　　センター（北海道札幌市）

　　　3) 第６期生専門測定会（北海道・愛知・長野で実施）

・ 内容　日本パラスポーツ協会が日本スポーツ協会の委託を受けて実施する未来のトップアス

　　 　 　 リート発掘事業（J-Star事業）の第２ステージとして、上肢筋力と氷上30ｍ走を測定

・ 成果　13名を第６期生として推薦したうち、3名が検証プログラムに参加予定

        　 2023年5月から12月迄 育成および検証を行い（検証プログラム／第３ステージ）、有望

　  　　　選手をデベロップメントカテゴリーへ繋げる予定

第１０次合宿 1月14日～15日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

第１１次合宿 2月4日～5日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

　　　2) 第５期生居住地トレーニング参加（6/4～1/29・全19回）

第４次合宿

第６次合宿 10月15日～16日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

6月4日

第１次合宿 6月18日～19日

日韓合同キャンプ 12月18日～24日
　白鳥アリーナ・新ときわスケートセンター
　（北海道苫小牧市）

第７次合宿 10月29日～30日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

第８次合宿 11月26日～27日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

第９次合宿 12月10日～11日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

第３次合宿 7月30日～31日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

実施場所

キックオフ
5月22日 　星置スケートセンター（北海道札幌市）

　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

8月20日～22日 　沼ノ端アイスアリーナ（北海道苫小牧市）

第５次合宿 9月10日～11日 　やまびこスケートの森（長野県岡谷市）

合宿名 実施日

第２次合宿 7月2日～3日



・ 目的　強化指定選手の健康状態や使用医薬品把握のため実施

・ 内容　医師診断書および基本健康調査書の提出（強化指定／次世代育成選手23名）

・ 内容　IPC主催の女子大会視察（参加）

　　　　　IPCが主催する初めての女子ワールドチャレンジに、1名の女子選手を同行して視察を行う

　　　　　予定であったが、IPCのご配慮により、急遽、チームワールドの一員として試合参加の機会

　　　　　を得た。三位決定戦でイギリスを破り、銅メダル獲得。

・ 期間　大会期間 8月26日～28日（派遣期間 8月24日～8月30日）

・ 会場　コーナーストーンコミュニティセンター / 米国ウィスコンシン州グリーンベイ

ﾁｰﾑﾜｰﾙﾄﾞ（２列目左から2番目が藤原選手） 会場のｺｰﾅｰｽﾄｰﾝｺﾐｭﾆﾃｨｰｾﾝﾀｰ

・ JADA EDUCATOR研修（笠師久美子）

・ ハイパフォーマンスセミナー①（Bradley Bowden・小山幸子）

・ アンチ・ドーピングセミナー（笠師久美子）

・ NFトレーナー連絡会議（赤羽勝司）

・チームドクター会議（加藤光朗）

・ ハイパフォーマンスセミナー②（Bradley Bowden・小山幸子）

　　　1) 全国クラブ選手権大会開催

・実施日　2022年12月4日・5日

・大会名　第31回全国クラブ選手権大会

・会場　新ときわスケートセンター（北海道苫小牧市）

・参加者　長野サンダーバーズ ・ 東海アイスアークス・ 北海道ベアーズ・東京／関西 合同チーム

・結果　優勝・長野／2位・東海／3位・合同チーム／4位・北海道ベアーズ

　　　2) 日韓交流戦

・実施日　2022年12月15日～17日

・大会名　日韓交流戦

・会場　真駒内アイスアリーナ（北海道札幌市）

・協力　札幌市アイスホッケー連盟

   (4)体制整備事業／JPC競技力向上事業費（体制整備事業）

　　　1) アスリートチェック

　　　2) IPC Women's World Challenge 視察

　　　3) 各種会議・研修会・セミナー等参加

   (5)大会開催事業／パラサポ助成金・一般会計



日韓交流戦 全国クラブ選手権大会開催決勝戦後

   (6)競技普及支援事業

①真駒内体験会／パラサポ助成金

・開催日　2022年12月17日（日韓交流戦開催中に実施）

・会場　真駒内セキスイハイムアイスアリーナ

・参加者数　15名

・実施内容　元日本代表選手とのスレッジ体験

　　　　 　

②丸ノ内体験会／地域におけるパラスポーツ振興助成金

・開催日　2022年12月11日

・会場　東京駅前特設リンク

・参加者数　10名

・実施内容　東京アイスバーンズによる体験会

　（プラスチックアイス使用）

・2022年5月20日～2023年1月31日のべ47回

・会場　東京、愛知、兵庫

・実施内容　アイスリンク代補助

　　　3) スポーツ用具購入／障害者スポーツ実施環境の構築支援事業助成金

・各クラブチームから申請のあった競技用具を購入して貸与

　　スレッジ31台、防具31セット、スティック62セット、プラスチックアイス300枚　他

・北海道、東京、長野、東海、関西の各チームが保管

　　　4) クラブチーム運営支援／一般会計

・クラブチームの運営を支援するため、希望した5つのクラブチームに各50万円を支給

・トライアウト期間が4ヶ月と長期に亘ったため、選手の以下の6～9月の合宿参加経費を支給し、

　負担を軽減。

　　競技歴３年未満の選手の交通費および宿泊代

　　合宿地まで片道300km以上の選手の交通費

　　　2) クラブチーム練習補助／地域におけるパラスポーツ振興助成金

　　　1) 体験会実施

                  

            
                

主催：一般社団法人日本パラアイスホッケー協会
協力：札幌市スポーツ ・北海道スポーツ振興 
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開催日     年  月  日（ ）

   ：  ～  ：     ：  ～  ：     ：  ～  ：  

開催場所 真駒内セキスイハイムアイスアリーナ

参加費用   

申 期間   月  日（ ）  ：  まで

 各回とも定員  名となります

（   数の場合は 選となります）
 参加対 年 ：小学  年生以上（大人も ）
  きやす  かい  でお し  さい
 当日体調の い や のある の参加はお    さい
 マスクの 用をお いします
 手指  をお いいたします
～当体験会に関するお い合わ ～
さっ  グローバルスポーツコミッシ ン011-200-0905 担当：  （あたか）

  はこちらから



・開催日　2022年10月22日

・会場　邦和スポーツプラザおよびアイスリンク

・参加者数　5名

・講習内容　

　　 パラアイスホッケー概要、アンチ・ドーピング基礎知識、

　   スポーツ栄養学、インティグリティ、陸上トレーニング、　

　   障害特性毎の氷上指導法

陸上トレーニング講習

　　　1) 社会保険整備事業／パラサポ助成金

あらたに社会保険労務事務所と契約を締結し、社会保険労務士を投入して職員の社会保険を整備。

　　　2) 経理部門強化／一般会計

会計事務所と契約を締結し、経理関係のアドバイザーとして税理士を導入。

　　　3) JPCインテグリティ研修受講

受講対 を分けて実施されたJPCインテグリティ研修を受講（オンライン）

研修内容は以下の通り

   ①強化指定選手：選手を取り巻 ハラスメント事案について

　    ②コーチ・トレーナー等：コーチ等を取り巻 ハラスメント事案について

   ③事務 スタッフ：競技団体内の円滑なコミュニケーシ ン体制の形成に向けて

   ④競技団体役員：スポーツ団体における利益相反管理研修

　　　4) コンプライアンス研修実施JPCインテグリティ研修受講／toto じ助成

合宿期間中、強化指定選手・スタッフ向けに弁護士によるコンプライアンス研修を実施。

　　　5) 団体運営強化および中長期計画見直し／toto じ助成・パラサポ助成金・一般会計

組織強化や研修会の企画、中長期計画見直しなど競技団体運営全般に関するアドバイザーとして、

外部の専門家を導入し、競技団体運営の強化を実施。

　　　1) 登記事項見直し

理事改選に伴い、汐留司法書士事務所に依頼して登記事項の見直しおよび修正を実施。

　　　2) 在留資格取得

Bradely Bowden氏をハイパフォーマンスディレクターに任命するにあたり、汐留行政書士事務所に

依頼し、氏の3年間の在留資格を取得。

　　　3)スケートチーム「新しいカタチ」への寄付

シ ートトラックチームの「新しいカタチ」と、理事派遣や競技支援などの契約を締結し、活 費用と

して500万円の寄付を行った。

   (9)その他／パラサポ助成金・一般会計

   (7)指導者講習会開催強化事業／競技別指導者講習会委託費

   (8)ガバナンス・コンプライアンス強化事業


